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1．はじめに

　気象庁 と気象研究所 で は地球温暖化予測情報第 8 巻

（2012 年度公表予定）に向け て の 計算を実行巾で あ

る （2011 年度春季大会 C209 ，　C210）。こ れ は 、水平

格子間隔 5km の 非静力学地域気候モ デル （NHRCM ）

を用 い て 、日本付近 の 気候変動 の 将来予測を行 うもの

で あ る。こ れまで に、現在気候 20 年分の 計算が終了

した の で 、モ デル の性能を確認する ため の再現性の 検

証 を行 っ て い る e 本稿で は、地 上気温 の 再現性 に つ い

て 報告する。

2．数値実験の設定
格子間隔 5km の NHRCM は、ほ ぼ 日本全域 を覆 う

計算領域を有 し 、境界条件 と し て 格子間隔 15km の

NHRCM に よる計算結果を使用す る。そ の 外側 は、水

平解像 度約 20k 皿 の 気象庁全 球モ デル （AGCM ）をネ
ス トして い る。現在気候実験 の 積分期間は 1980 年 9

月 か ら 2000 年 8 月 ま で の 20 年間 で あ る。

3 ，地上 気温の 再現性

　現在 気候 の 地 上気温 に つ い て 、格 子 間隔 5km の

NHRCM に よ る 再現値 とア メ ダ ス による観測値 とを

比 較する こ とで 再現性 の 検証 を行 っ た
。

こ の と き、
NHRCM に よる気温 に対 して は、ア メダス 地点と の 水

平距離が最 も近 い 格子点 （格 子点 が 海 上 とな っ た場 合
・

を 除 く） の 値 を 高度補正 し て 使用 し た。
　年平均気温 （Ta）、年平均 日最高気温 （Tx）、年平

均 日最低気温 （Tn ）の 各景 に つ い て の 平方根
’
ド均二 乗

誤 差 （RMSE ）と平均誤 差 （バ イ ア ス ）を 図 1 に 示 す。
これ に よ る と、Ta は RMSE 、バ イ ア ス ともそ の 大 き

さは 1K 以内 に 収ま っ て お り 、 平均的な気温 の 地域特

性 が良 く再現 され て い る と言 え る。Tn の RMSE とバ

イ ア ス もそれ ほ ど大きな値 を示 して は い な い 。しか し

な が ら Tx にっ い て は、　 Ta ，
　Tn と比 較す る と、低 温 バ

イ ア ス が多少 目立 ち RMSE も若干大 きめ で あ る。

な い の で、ヒ
ー

トア イ ラ ン ドな ど都市化の 影響が気温

に 反 映 され て い な い と考 え られ る。こ の こ と が 、Tx
の 低温 バ イ ア ス を もた らして い る可能性 が ある。

　図 2 は実際 の 都市化 の 程度 と気温誤差 （NHRCM 再

現値
一

ア メ ダス 観測値）の 関係 を散布図 に し て 表示 し

た もの で ある。都市化 の 程度を表す指標 と して 、国土

数 値情報 の 土地利 用デー
タ か ら計 算 し た 市街地 率を

使用 し た。図 に よ る と、市街地率が 1 に 近 い とこ ろで

は、Ta
，
　Tx

，
　Tn と も 1．5K 程度の 低温 バ イ ア ス を示 し

て い る。
一

方、市街地率 0 付近の 気 温誤差は 、Ta に

つ い て は 0 に 近 い もの の 、Tx，　Tn で はそれぞれ負 、正

とな っ て い る こ とが多く、NHRCM が極端 な気温 を緩

和す る傾向に あ る こ とが分か る 。 よ っ て 、全体的 に見

ると、Tx で は市街地率 にかかわ らず気温誤差が 負で

あ るため 、 図 1 で 低 温バ イ ア ス が現れ る。それ に対 し

Tn に お い て は 、 市街 地率 の 大き い とこ ろ で の 低温 バ

イア ス と小 さい と こ ろで の 高温 バ イ ア ス が相殺する

傾 向にある の で 、図 1 の バ イ ア ス が 小 さくなる。

謝辞 ：本研究 の
一

部 （AGCM ）は 文部科学省 2ユ世紀気 候変 動 予 測

革新プ ロ グ ラム 「超高解像度 大気モ デ ル に よ る将来 の 極端 現象の 変

化予測 に 関す る 研 究 」の も と、地 球 シ ミュレ
ー

タを用 い て行 わ れ た．
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4 ．気温バ イアス に 対する都市化の 影響

　NHRCM 内に お い て は 、都市 の モ デル 化 がされ て い

図 1 年平 均気 温 （Ta）、年平 均 日 最高 気温 （Tx）、年 平 均 日

最 低 気 温 （丁n ）の 平 方 根 平 均 二 乗 誤 差 （RMSE ）と平 均 誤 差

（Bias）。
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図 2 市 街 地 率 と気 温誤 差 （NHRCM 再現値一
アメダス 観測値）の 散布図。Ta： 年平 均 気温，　Tx： 年平 均 日最高気温，　Tn： 年平

均 日最低 気 温。
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